
【別添２】

都道府県
番号

41 都道府県名 佐賀県

様式1　都道府県下の概況

断減水の
概況

主要な水源
の現状

応急対策等
の概況

様式２　断減水状況

（１） （２） （３） （４） （５） （８） （９）

市町村名 水道名 現在給水 影響世帯 影響人口 応急対策

人口（人） 数（世帯） （人） 最初 最新

有田町
有田町水道

事業
18,063 7,768 17,890 R8.9.7

18,063 7,768 17,890

様式３　集計表

（１）水道数 （２）市町村数 （３）人口等

水道数 数 影響数

用水供給 市
現在

給水人口

上水道 町
影響市町村
給水人口

簡易水道 村 影響人口

　影響
影響世帯

市町村数 　市町村数

合計 0 0 合計 0 0

渇水に関する情報提供サイト
関連機関 サイトのアドレス
佐賀東部水道企業団 https://sagatsk.or.jp/main/1770.html
佐賀市上下水道局 https://www.water.saga.saga.jp/main/10156.html
佐賀西部広域水道企業団 https://www.sagaseibu-suidou.or.jp/main/2795.html
伊万里市 https://www.city.imari.lg.jp/23147.htm#pagetop
有田町 https://www.town.arita.lg.jp/kiji0033974/index.html

【留意点】
・報告いただいた内容については、個人情報を除き、国土交通省にて定期的に公表します。

令和８年９月７日現在

○県西部：
　　上水道１事業において、減圧給水を実施。（R8.9.7～）

◆佐賀東部水道企業団
　　筑後川水系ダム貯水率の低下により、「筑後川水系渇水調整連絡会」で渇水調整中。

◆佐賀市、佐賀西部広域水道企業団
　　嘉瀬川ダムの貯水率の低下により、「嘉瀬川水系渇水調整協議会」で渇水調整中。
　　【貯水率】 嘉瀬川ダム： 43.6％ （令和８年９月３日 ０時 時点）

◆伊万里市
　　有田川浄水場の水源である有田川から全量取水できなくなったため、R8.7.22から竜門ダムからの取水を併せて実施。
　　R8.8.20から一時的に全量取水が出来ている状況だが、この要因は上流側の農業用水の節水等によるものと推測しており、一時的なものであると認識。
　　【貯水率】 竜門ダム： 51.5％ （令和８年９月４日 ８時 現在）
◆有田町
　　白川水系ダム、竜門ダムの貯水率低下している。
　　【貯水率】（令和８年９月４日 時点）
　　・白川水系ダム＜有田ダム、古木場ダム、白川ダム、大谷溜池＞
　　　⇒　[総貯水率]： 47％
　　・竜門ダム： 51％

◆佐賀県
　　県内の関係利水者の状況と今後の対応について情報共有するため、「佐賀県渇水対策連絡会」を開催 （R8.8.21、R8.9.4）

◆佐賀東部水道企業団
　　R8.8.20 ：「佐賀東部水道企業団渇水対策準備室」設置
　　R8.9.3   ：「佐賀東部水道企業団渇水対策本部」設置
　　R8.9.4　 ：３％取水制限を開始
　　　　　　　　構成市町を訪問し、節水呼びかけ
◆佐賀市
　　R8.8.28 ：局ホームページで節水についての啓発
　　R8.9.4　 ：５％取水制限を開始
◆佐賀西部広域水道企業団
　  R8.8.27： 「佐賀西部広域水道企業団渇水対策準備室」設置
    R8.9.4  ： 「佐賀西部広域水道企業団渇水対策本部」設置
　            　５％取水制限を開始
◆伊万里市
　　R8.8.10 ：自主節水の協力依頼（市ホームページ、SNS等）を実施
　　R8.8.12 ： 「上下水道部渇水対策本部」設置
　　R8.8.28 ： 「伊万里市渇水対策本部」設置
＜今後の予定＞　有田川水系の給水区域について、9/14に減圧給水の実施を検討予定。
◆有田町
　　R8.8.21： 「有田町渇水対策本部」設置。
　　R8.8.24：管末地区への圧送施設（ポンプ吐出圧）を減圧調整
　　R8.9.7  ：白川水系、竜門水系の給水区域について、減圧給水を順次開始

断減水状況
制限開始年月日

（６）減水 （７）断水

生活に支障のない範囲で
減圧

バルブの締め込みによる減圧給水を実
施

合　計

影　響
水道数

都道府県
合　計

■佐賀県


